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１９２０年、式場隆三郎は雑誌『白樺』に影響を受け、柳宗悦を訪ねて我孫子にやって来

ました。精神科医、民藝運動の推進者として活躍し、ゴッホの研究や山下清を広く紹介した

人物です。本展では、医療、文学、美術などジャンルを超え多彩な活動を展開した式場の業

績を紹介します。 

 

日 時：前期 ７月１５日（土）～１０月９日（祝）午前９時３０分～午後４時３０分（入

館４時まで）※内覧会…７月１４日（金）午後２時～ 

後期 １０月１７日（火）～令和６年１月１４日（日）午前９時３０分～午後４時

３０分（入館４時まで）※内覧会…１０月１６日（月）午後２時～ 

休館日：月曜日（祝日の場合翌平日） 

場 所：白樺文学館 

入館料：３００円（高校・大学生２００円、中学生以下無料） 

主 催：我孫子市、我孫子市教育委員会、社会福祉法人日本点字図書館、医療法人式場病院 

 

●式場隆三郎（１８９８－１９６５） 

新潟県中蒲原郡五泉町（現・五泉市）に生まれる。新潟医学専門学校（現・新潟大学医学部）

在学中に雑誌『白樺』を愛読し、柳や白樺派の人々の知遇を得る。昭和１１（１９３６）年

千葉県市川市に移り住み、国府台病院（現・式場病院）を設立。昭和１４（１９３９）年以

降、民藝運動に本腰を入れ八面六臂の活動を展開した。昭和３４（１９５９）年に、日本点

字図書館創立者の本間一夫（１９１５－２００３）との縁により同館後援会長に就任。日本

が世界に発信した「共用品・共用サービス」の誕生へと繋がった同館の「用具部事業」の道

を切り拓くなど、視覚障害者福祉の向上に尽力した。 

 

 

 【問い合わせ】 

我孫子市教育委員会 

生涯学習部文化・スポーツ課 

担当 稲村 

☎０４－７１８５―１５８３ 

令和５年６月２７日 

定例記者会見資料 

白樺文学館企画展 山下清を見出した式場隆三郎を紹介 

「式場隆三郎展 ―見えない世界の美しさに心をよせて―」 

Abiko city 



2023年 7/15（土）～10/9（月・祝）　　　　10/17（火）～2024年1/14（日）
主催： 我孫子市、我孫子市教育委員会、社会福祉法人日本点字図書館、医療法人式場病院   後援：公益財団法人日本民藝館、日本民藝協会

会 場 我孫子市白樺文学館

大人300円、高・大生200円、中学生以下無料
3館共通券（鳥の博物館、杉村楚人冠記念館）大人 500円、高・大生400円
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開館時間：9時30分～16時30分（入館は16時まで）　

千葉県我孫子市緑2丁目11番8号☎04-7185-2192 

休 館 日：月曜日（月曜日が祝祭日の場合は開館し、直後の平日が休館）展示替期間中（10/11̃15）、年末年始（12/29̃1/3）
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〈アクセス〉・ＪＲ我孫子駅南口より徒歩 15 分（1.2km）・ＪＲ我孫子駅南口よりバス　3 つ目の停留所 : アビスタ前下車 徒歩 2 分
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式場隆三郎『民藝と生活』（私家版）

芹沢銈介装幀 1944 年

ゴッホ「向日葵」（ドイツ製複製画）

原画：1889 年

式場隆三郎（1898-1965）
　新潟県中蒲原郡五泉町（現・五泉市）に生まれる。新潟医学専門学校（現・新潟大学医学部）

在学中に雑誌『白樺』を愛読し、柳や白樺派の人々の知遇を得る。昭和 11 年（1936）千葉県

市川市に移り住み、国府台病院（現・式場病院）を設立。昭和 14 年（1939）以降、我孫子に

原点をもつ健康な美が宿る日用品を通して社会改革を目指す民藝運動に本腰を入れ、八面

精力的な活動を展開した。昭和 34 年 (1959) に、日本点字図書館創立者の本間一夫との縁

により後援会の会長に就任。とくに用具事業への道を拓くなど盲人福祉の向上に尽力し、

同館発展の素地をつくった。

式場病院デイケアセンター
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〒270-1153 千葉県我孫子市緑 2 丁目 11 番 8 号    電話：04-7185-2192

講 演 会トークイベント稲村雑談
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日本点字図書館創立者・

本間一夫（1915-2003）

“式場先生は抱擁力ゆた

かな、誠に慕わしい方で

あった”

式場隆三郎『点字訳　

ヴァ ン・ゴ ッ ホ の 生

涯と芸術』日本点字図

書館点訳　1954 年

お知らせ

パン切り台

式場の支援により
同館が諸外国で収集した

盲人福祉用具
（用具部を実らせた

重要な“つぼみ”）

式場の支援により
同館が諸外国で収集した

盲人福祉用具
（用具部を実らせた

重要な“つぼみ”）

吉川保正　

漆絵皿「サント・マリー・ド・ラ・メール

の海岸の小舟」1955 年

『工藝』第 61 号、第 70 号

（1936 年 日本民藝協会発行）
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杉村楚人冠記念館

杉 村 楚 人 冠 邸 園

楚 人 冠 公 園
（楚 人 冠 句 碑）

白樺文学館

志賀直哉邸跡

天神山緑地

（嘉納治五郎別荘跡）

天神山緑地

（嘉納治五郎別荘跡）

柳宗悦邸跡

（三 樹 荘）

※非 公 開

アビスタ
駐車場

バーナード・リーチ碑

血脇守之助碑

手 賀 沼

我孫子駅南口 けやきプラザ

インフォメーションセンター
アビシルベ

寿一丁目

緑一丁目 寿防犯センター

直進→

旧村川別荘へ

←下出入口

↑正門出入口

周 辺 案 内 図

アビスタ前

角松旅館

大正煎餅

マツモトキヨシ

・・・信号

点線・・・歩行者通路


